















































Relation with the world of the other side in the Book of the Dead, the Landscape
Montage Technique and Sandplay Therapy
―Joint Practice Report from Clinical Psychology and Buddhist Studies in
lectures on Representation of Human at Movie, Picture and Music （１）―
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御祖のお示しで、
中臣の祖
































































































た ぎ ま じ
麻路の脇にお埋
い
けになりました」と語って
いる。二上山は、河内と大和の境界にある。そし
て奈良の都から見れば、日没の西方にあたる。つ
まり大津御子が葬られた二上山の西側は、日が沈
む死者の国なのである。
　本来浄土は「西方十万億土」の彼方にある。し
かし日本人にとっての「向こう側」は、遠い海の
果ての世界ではなく、もっとずっと身近な山のす
ぐ「向こう側」に定位された。
　山の端線で隔てられた「向こう側」は、仏の世
界であり、極楽浄土であり、そして同時にそこは、
死の国でもあるのだ。
３．結合としての包む/包まれる
郎女の夢
　一歩踏み込んで、郎女の内的体験の側からみて
みよう。「向こう側」との往還の中で、郎女は何
を体験していたのか。それはBさんの５回目の箱
庭制作の時に起きた虹による融合体験にも通じる
ものである。
　まず、郎女の夢から見ていこう。少々長くなる
がそのまま引用したい。
⒀つた　つた　つた。
又、ひたと止
や
む。
この狭い廬の中を、何
い つ
時まで歩く、跫
あしおと
音だろう。/
胸にとおって響く。乳房から迸り出ようとすると
きめき。
帳
と ば り
帳がふわと、風を含んだ様に皺
しわ
だむ。
ついと、凍る様な冷気―。
郎女は目を瞑
つむ
った。だが―瞬間睫
まつげ
の間から映
うつ
った
細い指、まるで骨のような―
帳
と ば り
帳を掴
つか
んだ片手の白く光る指。
　なも　阿弥陀ほとけ。あなとうと　阿弥陀ほと
け。/
懐かしみとも知れぬ心に、深く、郎女は沈んで行
った。/
長い渚を歩いて行く。郎女の髪は、左から右から
吹く風に、あちらへ靡
なび
き、こちらへ乱れする。浪
はただ、足もとに寄せている。渚と思うたのは、
海の中
なかみち
道である。浪は、両方から打ってくる。ど
こまでもどこまでも、海の道は続く。郎女の足は、
砂を踏んでいる。その砂すらも、段々水に掩
おお
われ
て来る。砂を踏む。踏むと思うて居る中に、ふと
其れが、白々とした照る玉だ、と気がつく。姫は
身を屈
こご
めて、白玉を拾う。拾うても拾うても、玉
は皆、掌
たなそこ
に置くと、粉の如く砕けて、吹きつける
風に散る。其れでも、玉を拾い続ける。玉は水
み が く
隠
れて、見えぬ様になって行く。姫は悲しさに、も
ろ手を以
もっ
て掬
すく
おうとする。掬
むす
んでも掬んでも、水
のように、手
たなまた
股から流れ去る白玉―。玉が再
ふたたび
、砂
の上につぶつぶ並んで見える。忙
あわただ
しく拾おうとす
る姫の俯
うつむ
いた背を越して、流れる浪が、泡立って
とおる。
姫は―やっと、白玉を取りあげた。輝く、大きな玉。
そう思うた刹
せ つ な
那、郎女の身は、大波にうち仆
たお
され
る。波に漂う身・・・衣もなく、裳
も
もない。抱き
持った等身の白玉と一つに、水の上に照り輝く現
うつ
し身。
ずんずんと、さがって行く。水
みなぞこ
底に水
み ず
漬く白玉な
る郎女の身は、やがて又、一
ひともと
幹の白い珊
さ ん ご
瑚の樹
き
で
ある。脚を根、手を枝とした水底の木。頭に生い
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靡くは、玉
た ま も
藻であった。玉藻が、深海のうねりの
ままに、揺れて居る。やがて、水底にさし入る月
の光―。
ほっと息をついた。
　なんとも幻想的、官能的な夢である。海の中道
は、奈良の都から、ここ当麻寺までの道行でもあ
ろう。白玉は、大津の死霊の手であり、その手は、
手招きしている俤人でもある。その三者が一つに
溶けあい、水底の白い珊瑚の木となるのである。
神の嫁
　折口の未完の小説「神の嫁」（2009）のテーマ
を神の嫁としての郎女の内的体験として描き切っ
たのが「死者の書」である。小説「神の嫁」の物
語は、御蓋山に野あそびに出かけた姫たちの一人
が戻らない場面から始まる。姫は神隠しにあった
のだ。全力の捜索の末見つかった姫は、７日間眠
り続ける。目覚めると姫は口が利けなくなってい
た。阿刀ノ媼の鎮魂の儀礼の中で、姫の幻覚と現
実が交錯する。
　その幻覚とは、「冬の真夜中、氷りかけている
池
ち し ん
心に、足首へ千
ち び き
引の石を括りつけられて、裸
はだかみ
身
の儘
まま
、沈めにかけられている。水の畝
う ね り
りが、ずん
ずんさがって行くからだに、あとからあとからと
触れてゆく。姫は、魂の氷ってゆくのを覚えまし
た。」
　こうして姫は池底へと沈み込んでいった。そし
て「二つの向
むかはぎ
脛」と一言、その言葉で男神をほの
めかし、そこで「神の嫁」となる、つまり男神で
ある精霊との結合がなされるのである。
　この姫の沈む池が柿本人麻呂の歌に詠まれてい
る。
　「わぎもこが寝くたれ髪を猿沢の池の玉藻と見
るぞ悲しき」
　この猿沢池は、采女伝説で有名で、この玉藻と
は、帝に召されなくなった采女（女官）の寝乱れ
た髪のことでもある。その玉藻が郎女の夢におい
ても、深海のうねりのままに、揺れているのであ
る。帝に見捨てられた采女の絶望と神の嫁となっ
た姫/郎女の官能的な性と死がゆらめいている。
　神の嫁とは、「ある期間きびしい物忌みの生活
をして、神の訪れを待ち、そして来臨する神を迎
えて供物をささげ、神との神聖な結婚を遂げ、神
のことばを聞き人々に告げ知らせた女性司祭者の
ことである（高梨、1988）。小説「神の嫁」では、
神の嫁の内面心理が艶かしく語られている。
　「死者の書」に戻ろう。
　「死者の書」の郎女は、夜のあの畏しい足音を
待ち焦がれる。
⒂目を覚ましつぶやく「おいとおしい。お寒かろ
うに―」
⒅当麻語部姥の声「それ、早く織らねば、やがて、
岩床の凍る冷たい冬がまいりますがよ―」
　すでにこの場面では、語部姥はこの世のもので
はなく、声だけが郎女には聞こえている。いつの
間にか、郎女は、山の端に現れた裸身の俤人を包
み込む織物から凍る岩床に横たわる死霊（大津御
子）を包み込む織物を織っていた。
紡ぐ・織る・裁断する、そして結合としての包む
/包まれる
　郎女が称
しょうさんじょうどぶっしょうじゅきょう
讃浄土仏摂受経の千部写経を発願する
前から藕
はすいと
糸を紡ぐ作業は始まっていた。
　織る、裁断する、そして織物の、その労働場面
も再現しながら、忠実に製作工程にそって、そこ
に幻覚をも織り込みながら物語は進んできた。
　語部姥の声を頼りに「郎女の知恵が、一つの閾
を超え」、ついに最後の場面を迎える。大唐の絵
具によって、白日夢の中で巨大な曼荼羅が姿を現
し、郎女は静かに姿を消すのである。
　「死者の書」は「たなばたつめ」の物語でもある。
折口によれば、いわゆる七夕伝承には、中国より
伝来する以前に、日本古来より固有の信仰があっ
たとされる。水辺に作られた「たな」の上に置か
（三浦）「死者の書」と風景構成法・箱庭療法における「向こう側」との往還と結合
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れた機織りによって彼方から来臨する神の衣を織
りながらを待つ神の嫁を「たなばたつめ」（折口、
2002）と言った。郎女は「たなばたつめ」でもある。
　猪股（2001）は、繰り返される糸紡ぎを「混沌
からの秩序の生成」とし、その後の織り、そして
裁断の各プロセスから「織物の本質」を見出して
いる。その中で、オシラ祭文の「馬娘婚姻譚」を
取り上げている。「馬娘婚姻譚」では、娘と夫婦
になってしまった馬を、娘の父親がその馬を殺し、
皮を剥ぎ、その皮が娘を包み込んで天に昇って行
く。そして、この包み込む馬皮と娘が蚕の姿と重
なり、養蚕の起源説話としても語られる。
　「死者の書」の藕
はすいと
糸曼荼羅について、実際には
藕
はすいと
糸で織ることは不可能に近く、藕
はすいと
糸とは絹糸の
美称であるという森山（1991）の指摘を重ねてみ
ると、この馬娘婚姻譚は郎女の姿をもそこに見出
すことができる。娘は馬と結ばれ、包まれ、死し
て天に昇り、蚕から織物として再生される。そし
て郎女も大津御子と結ばれ、藕
はすいと
糸曼荼羅に包まれ、
天に昇ったである。
再び、「山越の阿弥陀像の画因」
　「何とも名状の出来ぬ、こぐらかったような夢
をある朝見た。そうしてこれが書いて見たかった
のだ。書いている中に、…夢の中の自分の身が、い
つか、中将姫の上になっていたのであった。」
　これは「画因」の有名な一節である。當麻寺に
伝わる中将姫伝承（當麻寺奥院、1978）は、「死
者の書」の原物語である。安藤（2010）…は「夢の
中で女性に変身することで折口は物語を紡ぐこと
が可能になった。」つまり、折口の夢の中では、
折口＝中将姫/郎女ということになる。更に言え
ば、「上になる」とは、「重なる」「交わる」「抱き
しめる」「包み込む」と解釈することも可能であ
ろう。
　続けて折口は「そうする事が亦、何とも知れぬ
かの昔の人の夢を私に見せた古い故人の為の罪障
消滅の営みにもあたり、供養にもなるという様な
気がしていたのである。」と述べている。折口は同
性愛者であった。確かに、同時代の特定の個人（注２）
の供養のために「死者の書」を書き上げたとする
ことも可能であろう。しかし、その対象がだれか
を見出すよりも、この供養そのものに注目したい。
柴山雅俊による解離の治療論
　柴山（2010）の解離論は、解離者の内的体験か
ら解離を照射しようとしている。そして、交代人
格と「浮かばれない死者の霊」の類似性に言及し
ながら、死霊を交代人格に読み換え可能であると
言う。つまり「交代人格とはこの現実の世界には
まれにしか出現せず、背後の世界に『浮かばれな
い』状態で漂っている死霊」なのである。さらに
日本人は、その死霊と交信し、供養によって、そ
の死霊の救済をしてきたのだと。その供養とは死
霊を「包み込む」ことなのだと述べている。
　さて、郎女の最後をどのように解釈すればいい
のか。森山（1991）は「超地上的空間に生きる存
在へと昇華していった」とし、饗庭（1981）は、「他
界より来たものが他界へ帰った」と、そして安藤
（2010）は、「聖なる山からさらに外へと旅立った」
と表現し、山折（1997）は「神隠しにあった神の
嫁が、ふたたび往生の装束に身を包んで仏の嫁と
して、この現し世から姿を消して行った」のだと。
　「山」という死者の場所がそのまま仏教的な救
済象徴に重ね合わされ、転化されるという結末に
は、受け入れがたいものがあるとの佐伯（1974）
の疑義もある。確かに、彷徨える死霊は、救われ
ていない、その存在は救われないからこそ存在意
義があるのかもしれない。
　「死者の書」は、「向こう側」との往還の物語で
あり、また同時に、それは包む/包まれるという
結合の物語である。裸体の大津御子/素肌の阿弥
陀を曼荼羅という織物によって包み込み、郎女
は夢の中で大津御子/阿弥陀と結合した。そして、
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それは大津御子の供養でもあった。折口は夢の中
で郎女を包み込んだのか。包み込むとは、包み込
まれることでもある。逆に折口は郎女に包み込ま
れたのかもしれない。
４．おわりに「海
か い ひ
彼の猛獣」
　「民族史観における他界観念」（折口、2011）に
おいて、折口は沖縄の天然痘を指す言葉である
「美
ちゅらかさ
ら瘡」について、なぜ恐ろしい天然痘が美し
いのか、こんなことを言っている。
　「病といえども（他界からくる神だから）一お
うは讃め迎え、快く送り出す習わしになっていた
のである。（中略）海の彼岸より遠来するものは、
必ず善美なるものとして受け容れるのが大なり小
なり、われわれに持ち伝えた信じ方であった。」
　「海
か い ひ
彼の猛獣」であるゴジラも善美なるものと
して受け容れ、そして海
か い ひ
彼へと送り出さねばなら
ない。これまでのゴジラは確かにそうだった。と
ころが、2016年「シン・ゴジラ」が公開され、ゴ
ジラは東京を襲い、そして東京駅で動きを止めた。
ゴジラは極楽往生することもなく、海に帰ること
もない。東京のど真ん中で屹立したままなのだ。
　我々は、ゴジラを包み込む郎女を待たねばなら
ないのかもしれない。
注１）…三浦（2016）では、この自給自足であるこ
と、そしてそれぞれ独立し、繋がっていな
い領域が並列的に表現されていることを「解
離性親和者のイメージの並列化」との関連
から考察している。
注２）…安藤（2015）は、この個人を宗教家である
藤無染と同定している。
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